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独自開発による特殊樹脂塗装は

優れた遮光性、耐光性、安全性を発揮します

ⱹי娘ג鞎姡嗔עյ
䋦擻סⷄ霄䖾ׂׂםךׄדյ
⩞⾒䡗יזמꥭ蘅ס竳墻䌕׀颯ױַיזםׂ׆ն

յؓٛؠꦘ꞊סי⪑עء٤ؔط٭ؤتئ
二ַ鞎姡嗔מ榟ױ㚺յ錃⤓סꝎ僿䋝⽜מ笋ֿױն

榤哅䉬厏擻ֻֽյ梪㗞21ַ⨣מ┩硔㑔䄄嫎ךն

磬岷䓪

嚀耆䓪

鸵䑴䓪

䙫ⵀ䓪
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水槽内部の遮光状況

硜20μm
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SUS316L物性・仕様ع٤ْءمت٤ٝطت٬

鍱꽦ꯁ泘

㓹儖荇 ؕٝء٭فٜب

睳㎻CPS/25˳ 420

奂ꄆ 1.22

㖓腑┉㷺שח ┖♓٤ٞؠ30ِ

┘䭙氦⮆150˳×30⮆ 53%

▯揳侇ꝴ 䧗鉴 5~10⮆

ⶐ漲 1侇ꝴ

漲 24侇ꝴ

ꈉ璛漲䈱 2H

潒泅泘و٭طⰌꦕ鍱꽦
1mm,100/100 ⺬劲

轿䱡鍱꽦 ٤䌋500g×50cmَٖظ 㖓腑מⰟⰌ榟ַם

㷍傪鍱꽦 2mmΦ×90䈱 㖓腑מⰟⰌ榟ַם

縨掂縨㳷䓪
100˳40˳100ٜؠؕئ 㖓腑מⰟⰌ榟ַם

縨姡䓪2,000h 㖓腑מⰟⰌ氦ꍘ璡ס樟䅻ַֿם

➢鶟縨⠮鍱꽦
ؓؕ٭ق٭تUV٭ذتط
㷑㛙倽15䇗注䎎

㖓腑מⰟⰌ氦ꍘ璡ס樟䅻ַֿם

㖲姡㊑鍱꽦
㖲ّؗٛعػ巕尓 5wt
35±2˳յ1,000h

㖓腑מⰟⰌ氦ꍘ璡ס樟䅻ַֿם

鍱꽦尓 FRP٬PP٬PEס㖓逷

㖲ꁁ 36wt% 荁㞐

漛ꁁ 67.5wt% 荁㞐

姡ꁁّؗٛعػ 40wt% 荁㞐

姡ؓؼ٤ٓؓ 28wt% 荁㞐

٤槡ꪫ孨䓪Ⰺ؛ؼؓ 3wt% 荁㞐

䍚ٜؓٛ 荁㞐

䍏ٜؓٛ 荁㞐

ٜ٭ؤٜؓ 荁㞐

٤ٝب؞ 腬弞Ⰼꦕ

٤عآ 腬弞Ⰼꦕ

ٜطتؙ 腬弞Ⰼꦕ

ٜط٭ؙ 腬弞Ⰼꦕ

菐꺜仌梪姡碛 荁㞐

耏罘仌憇姡碛 荁㞐

ꈲ媧 荁㞐

㖲姡 荁㞐

㖲碛 荁㞐

خشن 荁㞐

憇ꁁت؝ 荁㞐

漯姡碛 荁㞐

漛ꁁت؝ 荁㞐

◛漛ꁁت؝ 荁㞐

邮⿁ ع٭ؤ٤طتؠ٤ذ
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経年劣化、耐震性、内部の汚れ

近年の異常気象で貯水槽の経年劣化は加速
を増しています。2020年5⽉、神奈川県の商業
施設にある貯水槽で経年劣化の影響から、中
の水圧に耐えられず、タンクが破裂する事故が
発⽣しました。

まだ使えるからと更新を先延ばしにしていると、
貯⽔の衛⽣⾯に影響が出るだけでなく、漏⽔
等で本来不要な⼯事が発⽣する恐れや人的
被害が起こる可能性も十分に考えられます。

このような大惨事が発⽣する前に貯水槽の更
新‧補修（メンテナンス）が必要です。

各地の震災でパネル崩壊やひび割れなどが
起きています。⼆本松市では地震対策として
2009年にサスコーティングを16カ所に施⼯、
2011年に東⽇本⼤震災により震度6を記録し
ましたが、破損‧変形などは起きませんでした。

施工時に20年を経過した貯水槽もありました
が、現在も問題なくご使⽤いただいています。

貯水槽はライフラインの確保のために重要な
設備となりますので、⻑い⽬でみた保全の必
要があります。

引用元:https://hirano.r.chuo-u.ac.jp/sloshing
引用元:https://konyabon.com/ebina0513

2020年5⽉ 2011年3⽉
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引用元:http://www.sanwas.co.jp/concept3.html

経年劣化から破裂事故 震災でのパネル崩壊 貯水槽内部の錆や汚れ

FRPは10年ほどで劣化し太陽光を通してしま
い、光合成によって雑菌の繁殖を引き起こした
り、錆の侵食を早めてしまいます。

年に１回の内部清掃で綺麗にしても、数ヶ月後
には同じ状態に戻ってしまうので、半年以上は
汚れや錆汁などが混ざっていることが多くあり
ます。

サスコーティングを施工することによって光を
通さなくなり、藻の発生、雑菌の繁殖、錆の侵
食を防ぎ、貯水を衛生的に保つことが可能とな
ります。



施工前 施工後

施工実績

二本松市立小中学校 2009年度4
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施工実績

JR田町駅に隣接する新田町ビル、95tの受水槽（設置37年目）

設置から18年目の貯水槽に施工をして19年が経過しましたが 塗膜の
剥離や、架台やボルトの錆など発生していないのが分かります。



コマツリフト株式会社 様

1998年度より フォークリフトに採用 中日本高速道路株式会社 様

2009年度より 排水管に採用

株式会社ニッセーデリカ 様

2014年度より 排水処理装置に採用

東日本旅客鉄道株式会社 様

2018年度より 駅ホーム下鉄骨に採用

施工実績
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施工実績
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JFEスチール株式会社 様

2017年度より 支柱、ろ過タンクに採用

役所案件

2016年度より 水管橋などに採用
大和リゾート株式会社 様

2017年度より 貯湯槽に採用



株式会社ルミネ 様

2008年度より 貯水槽、非常階段に採用

施工実績
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導入先様紹介（一例）
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屋外暴露換算
15年相当

0h 500h後（15年相当）

サスコーティング

塗装⾯

新品
サスコーティング

剥離後 無塗装
（劣化状況）

促進耐候性試験

鍱꽦嚀 ٭ذتطUV٭ق٭تؕؓ
㹿㽂꧅妳劔䌋⚡炘

䤷⪌侇ꝴ 500侇ꝴ

䄄爊 拨㵣6h̜磵2h 筝鲭

⺟材観察
0h 500h後（15年相当）

新品 無塗装
（劣化状況）

FRP PVC

ք╈仼儖냕鵭鷹饟劔䌋⚡炘 鍱꽦磵冽օ
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ガラス繊維露出 白亜化（チョーキング）

サスコーティング

塗装⾯

サスコーティング

剥離後



※写真はPVC供試体

試験前 0h試験前 0h

試験後 500h試験後 500h 亀裂発生 変化なし

⇒フッ素樹脂塗装は母材が破壊された時点で塗膜表面に亀裂発生
⇒サスコーティングは母材が破壊されても塗膜表面に変化なし

フッ素樹脂塗装 サスコーティング

90度 曲げ試験

付着性試験 塗膜強度試験

サスコーティングフッ素樹脂塗装

⇒フッ素樹脂塗装はプライマーの露出、塗膜剥離発生
⇒サスコーティングは母材に密着しているので変化なし
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ＪＲ東⽇本⾼架橋耐震鋼材重防⾷対応

鍱꽦撴ס㛙鈝鈝㴔磵冽

No. 塗装系 カット部からの
錆汁

カット部の
ふくれ 端部の発錆 端部のふくれ ⼀般部の発錆 ⼀般部のふくれ

̂ BMU-2-7 × Ӥ × × ջ Ӥ

̃ T-7 × × ջ × ջ ջ

̄ 杯车嫎 Ӥ Ӥ ջ Ӥ ջ Ӥ

̅ ٚعٜؗ
زشق Ӥ ջ × × ջ ջ

̆ ٤町ذز
ع٭ب Ӥ ջ Ӥ × ջ ջ

̇ ت٤ٝؒنٛ × Ӥ × Ӥ ջ Ӥ

̈ ء٤ؔط٭ؤتئ
ع٭ؤ٤طتؠ٤ذ Ӥ Ӱ Ӱ ջ ջ ջ

ջ荁㞐Ӥ┉鼧㚺敯僗ֵ敯䛜䖾×㛻ׂ׀㚺敯ֵ敯䛜䖾
縒㴔珷鼧ע腑⸁ֿ訄ַ鼧⮆מ萴䇕ꍘֿ釤ֿゖ갭ם

海⽔含浸
15年相当（1440時間）

中性塩水噴霧試験
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初期 500時間目 1,000時間目 1,440時間目



サスコーティングは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

6.安全な水とトイレを世界中に

サスコーティングを施工することで、水質保全
につながり、 安心安全な水を確保します。

11.住み続けられるまちづくりを

サスコーティングは貯水槽を通常より大幅
に延命、住み続けられる環境を作ります。

12.つくる責任、つかう責任
サスコーティングは既存の貯水槽を延命化
することで産業廃棄物をなくします。
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サスコーティング本部と塗料開発元の10年保証付きです。

貯水槽の写真（前面と側面）をいただければお見積り可能です。

点検清掃は法で定められているため施工後も必要です。

貯水槽の交換は減価償却に10年かかりますが、サスコーティングは修繕費として一括償却が可能です。

概算比較・手順比較

※45tタンクで試算
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サスコーティング 塗装工事 貯水槽更新

工程

洗浄 洗浄 仮設タンク設置 配管切替

脱脂 脱脂 既存タンク解体 基礎打ち直し

サスコーティング サンディング 新設タンク組み立て

※プライマーなし 脱脂 特別産業廃棄物処理

※断水なし プライマー ※断水あり

塗装

※断水なし

施工期間 5日 10日 14日

イニシャルコスト ¥5,000,000 ¥1,000,000 ¥15,000,000

20年後の合計コスト 最初の ¥5,000,000 のみ 合計 ¥17,000,000 合計 ¥30,000,000

メンテナンス時期
開発から38年の実績

更新及び再塗装は不要

10年程度で再塗装
母材を守れない為、 15年程度で更新工事

※各貯水槽メーカー推奨
いずれ交換が必要



サスコーティング本部
株式会社 秀（Shu Inc.）
〒231-0062 横浜市中区桜木町2-2港陽ビル4階
TEL:045-947-3645 FAX:045-947-3646
E-mail:info@shu-inc.jp
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